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東日本大震災における被災対応概要（学校施設関係） 

                            宮城県栗原市教育委員会

●平成２３年３月１１日午後２時４６分 

平成２３年東北地方太平洋沖地震発生 マグニチュード９．０ 栗原市 震度７

 ※発生直後より各施設の被害状況確認を行い被害概要をまとめる。

  H23.3.15～16 教育部内５班体制により被害概要の調査を実施

●栗原市建築士会による学校施設応急危険度判定調査 

 調査日程：平成２３年３月１３日～１７日

 調査施設：８施設 ①高清水中学校 ②若柳中学校 ③志波姫小学校 ④沢辺小学校

⑤栗駒中学校  ⑥志波姫中学校 ⑦金田小学校 ⑧金成中学校

●文部科学省による被災建物の応急危険度判定調査 

 調査日程：平成２３年３月１８日（栗原市） ２班体制

 調査施設：１０施設 ①栗駒中学校 ②沢辺小学校 ③若柳中学校 ④若柳総合体育館

           ⑤高清水中学校 ⑥高清水武道館 ⑦栗原文化会館 

           ⑧志波姫中学校 ⑨志波姫小学校 ⑩金成中学校

●平成２３年４月７日午後１１時３２分 

 宮城県沖を震源とする最大余震発生 マグニチュード７．１ 栗原市 震度６強

●東京都職員の協力による応急危険度調査実施 

 調査日程：平成２３年４月１０日

 調査施設：５施設 ①若柳中学校 ②金成中学校 ③栗駒中学校 ④沢辺小学校

 ⑤志波姫小学校

●文部科学省による被災建物の応急危険度判定調査 

 調査日程：平成２３年４月１２日～１４日（栗原市） ３班体制

 調査施設：６５施設（小学校２９、中学校１０、幼稚園２２、給食センター４）

●災害復旧における建築構造専門家（東北大学）による現地指導 

 調査日程：平成２３年５月１０日

 調査施設：４施設（志波姫小学校、志波姫中学校、高清水中学校、栗駒中学校）

●災害復旧現地調査 

  申請施設：２６施設（小学校１６、中学校６、幼稚園２、給食センター２）

  総事業費：１，４２０百万円

   第１クール 平成２３年６月 ６日 ～ ６月１０日（９施設）

   第２クール 平成２３年６月２７日 ～ ７月 １日（４施設）

   第３クール 平成２３年７月１１日 ～ ７月１５日（５施設）

   第６クール 平成２３年８月 １日 ～ ８月 ５日（５施設）

   第７クール 平成２３年９月 ５日 ～ ９月 ９日（３施設）

・高清水中学校（災害復旧工事施工中、H24.6 完成予定）

・志波姫小学校（既存校舎を閉鎖し仮設校舎対応中、H25.8 校舎完成予定）



≪事例１≫

栗原市立高清水中学校

○被災位置と観測地との距離を示す管内図

○被害配置図・平面図

○東日本大震災における非構造部材被災【事例１】











●東日本大震災における非構造部材被災【事例１】

学校名

所在地

竣工年月

延べ床面積

構造種別

平成15年5月26日三陸南地震　M7.0　宮城県最大震度6弱（高清水6弱）

平成15年7月26日宮城県北部地震　M6.4　宮城県最大震度6強（高清水5弱）

平成20年6月14日岩手・宮城内陸地震　M7.2　宮城県最大震度6強（高清水6弱）

平成23年3月11日東北地方太平洋沖地震　M9.0　宮城県栗原市最大震度7（高清水6強）

平成23年4月7日 宮城県沖で地震　M7.1　宮城県栗原市最大震度6強（高清水6強）

宮城県栗原市高清水東館35番地

被災状況

アリーナ天井ﾎﾞｰﾄﾞ落下、枠材の変形、破損

被災経歴

栗原市立高清水中学校（屋内運動場）

平成１１年２月

1,586㎡

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造（一部鉄骨造：置屋根形式）

岩手・宮城内陸地震



●東日本大震災における非構造部材被災【事例１】

学校名

所在地

竣工年月

延べ床面積

構造種別

被災状況

復旧状況

※上段写真：3/11直後、下段：4/7余震後　　　　　アリーナ天井落下（ｸﾞﾗｽｳｰﾙﾎﾞｰﾄﾞｔ25、ﾜｲﾔﾒｯｼｭ5φ100角）

天井材撤去・ﾌﾞﾚｰｽ交換【H24.5.23撮影】

栗原市立高清水中学校（屋内運動場）

宮城県栗原市高清水東館35番地

平成１１年２月

1,586㎡

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造（一部鉄骨造：置屋根形式）

東日本大震災



≪事例２≫

栗原市立志波姫中学校

○被災位置と観測地との距離を示す管内図

○被害配置図・平面図

○東日本大震災における非構造部材被災【事例２】









●東日本大震災における非構造部材被災【事例2】

学校名

所在地

竣工年月

延べ床面積

構造種別

平成15年5月26日三陸南地震　M7.0　宮城県最大震度6弱（志波姫5強）

平成15年7月26日宮城県北部地震　M6.4　宮城県最大震度6強（志波姫5弱）

平成20年6月14日岩手・宮城内陸地震　M7.2　宮城県最大震度6強（志波姫6弱）

平成23年3月11日東北地方太平洋沖地震　M9.0　宮城県栗原市最大震度7（志波姫6強）

平成23年4月7日 宮城県沖で地震　M7.1　宮城県栗原市最大震度6強（志波姫6強）

被災状況

復旧状況

天井材撤去・ﾌﾞﾚｰｽ交換【H24.5.24撮影】

被災経歴

栗原市立志波姫中学校（屋内運動場）

平成１１年９月

3,004㎡

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造（一部鉄骨造）

アリーナ天井落下（岩綿吸音板ｔ9：LGS+石膏ﾎﾞｰﾄﾞ下地）

宮城県栗原市志波姫沼崎大谷地5番地1



≪事例３≫

栗原市立栗駒南小学校

（旧尾松小学校）

○被災位置と観測地との距離を示す管内図

○被害配置図・平面図

○東日本大震災における非構造部材被災【事例３】









●東日本大震災における非構造部材被災【事例3】

学校名

所在地

竣工年月

延べ床面積

構造種別

平成15年5月26日三陸南地震　M7.0　宮城県最大震度6弱（栗駒6弱）

平成15年7月26日宮城県北部地震　M6.4　宮城県最大震度6強（栗駒4）

平成20年6月14日岩手・宮城内陸地震　M7.2　宮城県最大震度6強（栗駒6弱）

平成23年3月11日東北地方太平洋沖地震　M9.0　宮城県栗原市最大震度7（栗駒6弱）

平成23年4月7日 宮城県沖で地震　M7.1　宮城県栗原市最大震度6強（栗駒6弱）

被災状況

復旧状況

軒天・窓復旧（ｶﾊﾞｰ工法）【H24.5.24撮影】

被災経歴

栗原市立栗駒南小学校（屋内運動場）　　※旧尾松小学校

昭和6１年1月

981㎡

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造（一部鉄骨造）

サッシ破損落下（W2,615㎜×H1,245㎜）

宮城県栗原市栗駒稲屋敷後原前9番地2



栗原市役所４階議場

3/11地震直後

（天井ﾎﾞｰﾄﾞ落下）

復旧状況（ｶﾞﾗｽ繊維幕工法）

H24.5.25撮影



教育施設担当として大震災を経験して感じること・・・

迅速かつ正確な被災状況の確認

学校管理者への被災状況の正確な説明

安全で安心な災害復旧の重要性

○地震直後の学校現場

児童・生徒の安全確認⇒『このまま学校施設は使用できるのか』

 ※断続的に起きる余震、床や壁材の小さなひび割れに敏感

○施設の安全性の不安解消⇒専門家による現地調査

 栗原市建築士会、文部科学省による『応急危険度判定調査』実施

 施設利用再開の判断基準

○機能重視だけでない『機能の確保と安全性が保たれる』復旧

 被災状況の調査、分析、復旧工法の検討⇒専門業者等へ委託

 災害復旧の原則は原形復旧（現基準への適合、被災履歴等を考慮）

○非構造部材の耐震点検・対策への課題

 地方自治体における建築専門家の不足⇒外部委託

 全施設の点検調査・対策検討⇒多大なる事業費

 国・県等の技術支援や補助制度の拡大


